
為替週間展望＝ドル円はもみ合いながら方向性を探る展開か

　　　　　　　　　　［７月１０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 3 日～ 7 月 7 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  144.40   144.91( 3)    143.46( 7)    143.50   -0.81

ユーロ・ドル  1.0915   1.0934( 3)    1.0834( 6)    1.0893   -0.0016

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    32,388.42     -800.62     日本10年債利回り   0.442   +0.041

ダウ平均株価    33,922.26     -485.34     米10年債利回り     4.029   +0.175

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１０日　日本５月経常収支

　　　　中国６月消費者物価指数、中国６月生産者物価指数

　　　　日銀支店長会議、地域経済報告（さくらリポート）公表

１１日　英６月雇用統計

　　　　独６月消費者物価指数

　　　　独７月ＺＥＷ景況感指数

　　　　北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）首脳会議（１２日まで）

１２日　日本５月機械受注

　　　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　米６月消費者物価指数

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

　　　　ブレイナード米国家経済会議（ＮＥＣ）委員長講演

１３日　中国６月貿易収支

　　　　英５月鉱工業生産指数、英５月製造業生産指数、英５月貿易収支

　　　　ユーロ圏５月鉱工業生産指数

　　　　米６月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数

１４日　日本５月鉱工業生産指数

　　　　スイス６月生産者輸入価格

　　　　ユーロ圏５月貿易収支

　　　　カナダ５月製造業出荷

　　　　米６月輸入価格指数

　　　　米７月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

　　　　主要20カ国・地域（Ｇ20）財務相・中央銀行総裁会議（１８日まで）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】７月第１週は米雇用統計など、注目度の高い経済指標の発表が相次

ぐ。堅調な米経済指標が続くと、ドルのサポート要因となり、ドル円は底堅い推移を見

せることとなろう。ドル円の一段の上昇局面では、日本の金融当局によるドル売り円買

い介入が警戒される中、ドル円は緩やかに上値を追う展開になるとした。

　　　　

【ドル円は伸び悩み】

　ドル円は高値圏でのもみ合いながら、やや上値重く推移している。ドルが伸び悩むと

ともに、円売りの動きも一服している。ドル円は上昇が息切れして、クロス円も全般に

上げ一服となっている。ドルインデックスは６月２２日の安値１０１．４８近辺から６

月３０日には１０３．２３近辺まで上昇した。その後はおおむね１０２～１０３台での

もみ合いとなっている。

　　

　米国などの主要国の中銀と日銀の金融政策の方向感の違いから、ドル円やクロス円は
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堅調な推移を見せてきたものの、その流れも一服している。ドル円、ユーロ円、豪ドル

円は上げが一服、ポンド円は高値圏でのもみ合いとなっている。ポンドは英中銀（ＢＯ

Ｅ）による利上げ継続が当面続くとの見方がポンド高を支えている。

　　

　また、ドル円は６月３０日に１４５．０７まで上昇したものの、１４５円近辺では日

本の金融当局による介入警戒感もあり、上値を伸ばしにくくなっている。

　　

　６月３０日に発表された米５月個人消費支出（ＰＣＥ）デフレーターは市場予想を下

回った。また、７月３日発表の米６月ＩＳＭ製造業景況指数も予想を下回った。いずれ

もドル売りにつながる要因となった。５日発表の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議

事要旨では、利上げ継続姿勢が示された。それほど目立った反応はなかったが、米国株

には重石となった。

　　

　６日の東京市場では日経平均が一時７００円超の下げとなったことなどを受けて、リ

スク回避の円買いの動きが活発となり、ドル円は一時１４３円台半ばまで下落した。た

だ、６日のＮＹ市場では米６月ＡＤＰ雇用統計＋４９．７万人となり、予想の＋２４．

１万人を大きく上回った。さらに米６月ＩＳＭ非製造業景況指数が予想を上回ったこと

でドル買いに傾き、１４３円台後半から１４４円台後半まで上昇した。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、７月のＦＯＭＣでの政策金利の据え置き確率が８％前

後、０．２５％の利上げ確率は９２％前後となっている。経済データ次第ながらも、市

場では７月のＦＯＭＣでの利上げを予想する可能性が高まっている。ＦＯＭＣ議事要旨

のタカ派的な内容や米ＡＤＰ雇用統計の好調な結果を受けて、７月は追加利上げに動く

とみる向きが多い。

　　

　米６月ＩＳＭ製造業景況指数、米６月ＡＤＰ雇用統計、米６月ＩＳＭ非製造業景況指

数、米雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）など経済指標は強弱まちまちの動きとなっている。

こうした結果、ドル円は１４４円を挟んでの振幅を見せている。押したところでは底固

いものの、１４５円超では上値の重い展開を見せている。

　　

　１２日の米６月消費者物価指数の伸びが鈍化するようだと、ドルの上値を押さえそう

だ。一方で、１０日の週はＦＲＢ当局者による講演が数多く予定されており、タカ派的

な発言が多く出てくる可能性があり、ドルの下支え要因となりそうだ。こうした中、経

済指標や株価や要因発言に一喜一憂しながら、ドル円はもみ合いながら方向性を探る展

開となりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１４３．００～１４６．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１０日に日本５月経常収支、１２日に日

本５月機械受注、米６月消費者物価指数、１３日に米６月生産者物価指数、米新規失業

保険申請件数、１４日に日本５月鉱工業生産指数、米６月輸入価格指数、米７月ミシガ

ン大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ポンドドルは堅調もユーロドルは伸び悩み】

　３０日の６月の米ＰＣＥデフレーター、３日の米ＩＳＭ製造業景況指数の下振れなど

を受けて、ドル売りユーロ買いの動きから、ユーロドルは一時１．０９台に乗せたもの

の、その流れが続かずに上値重く推移している。

　　

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）が利上げを継続するとみられるものの、ユーロ圏の経済指標

の鈍化や下振れがユーロの上値を抑えている。５日発表の６月ユーロ圏サービス業ＰＭ

Ｉ、ユーロ圏６月生産者物価指数などは低調な結果となり、ユーロ売りにつながった。

引き続きもみ合いながらも上値の重い展開となりそうだ。ユーロドルの目先の予想レン

ジは、１．０７００～１．０９５０ドル。

　　

　一方で英国では消費者物価指数が高止まりしている。６月２１日発表の５月の英消費

者物価指数は前年比＋８．７％となり、予想を上回り、前回と同水準となった。コア前

年比は＋７．１％となり、予想の＋６．７％や前回の＋６．８％を上回った。コアは鈍

化するどころか伸びが加速しており、英中銀（ＢＯＥ）は年内に複数回の利上げを実施

すると見込まれている。こうした中、他の通貨と比べてポンドは堅調でポンドドルは上

昇基調で推移している。目先はこの傾向が継続して、さらに上値を追う展開となりそう

だ。ポンドドルの目先の予想レンジは、１．２６５０～１．２９００ドル。



　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１０日に中国６月消費者物価指数、中国６

月生産者物価指数、１１日に英６月雇用統計、独６月消費者物価指数、独７月ＺＥＷ景

況感指数、１２日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金

利、１３日に中国６月貿易収支、英５月鉱工業生産指数、英５月製造業生産指数、英５

月貿易収支、ユーロ圏５月鉱工業生産指数、１４日にスイス６月生産者輸入価格、ユー

ロ圏５月貿易収支、カナダ５月製造業出荷などがある。
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